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第12回にのみや観光フォトコンテスト佳作

村田佳枝さんの作品
（釜野　平成18年8月撮影）
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〜
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
積

極
的
に
活
動
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
〜

　
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主

防
災
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
や
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
近
年
大
災
害
の
切
迫
性
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
中
、

さ
ら
な
る
地
域
の
防
災
力
強
化

に
つ
な
が
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

　
「
備
え
る
」
た
め
に
は
、
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
地
震
そ
の
も
の
の
知
識
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
家
の
こ
と
や
装
備

品
な
ど
、
幅
広
い
知
識
が
必
要
で

す
。
（
町
発
行
の
「
く
ら
し
の
便

利
帳
」
で
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
や

避
難
拠
点
基
地
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
今
一

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

　
震
災
直
後
か
ら
援
助
が
届
き
始

め
る
ま
で
３
日
間
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
３
日
分
の
水
・
食

糧
な
ど
を
家
庭
内
で
備
蓄
す
る
と

と
も
に
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
準

備
し
、
す
ぐ
に
持
っ
て
逃
げ
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で

も
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ほ
と
ん

ど
が
、
地
震
発
生
直
後
の
揺
れ
で

家
具
や
建
物
の
下
敷
き
と
な
っ
た

方
で
す
。

　
家
具
は
し
っ
か
り
と
固
定
す
る

と
と
も
に
、
自
宅
の
耐
震
強
度
を

確
認
し
、
必
要
な
場
合
に
は
早
め

に
耐
震
補
強
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
に
知
識
が
豊
富
で
も
、

ど
ん
な
に
十
分
な
装
備
や
適
切
な

固
定
な
ど
を
し
て
い
て
も
、
一
人

で
震
災
を
切
り
抜
け
る
の
は
と
て

も
大
変
で
す
。

　
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く
の

他
人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
万

一
の
時
に
頼
れ
る
の
は
地
域
の
人

た
ち
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
の
方
と
接

し
た
り
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
万
一
の
時
に

自
分
や
家
族
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

各地域で行われている自主防災訓練

大勢で集まると真剣な中にも笑顔が

あり、知らずと地域の団結力が高ま

ります。



町の犯罪発生状況
６月 累計

（１月～６月）

空 き 巣 等

出店荒し等

ひったくり

車 上 狙 い

自 転 車 盗

そ　の　他

合　　　計
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緊
急
地
震
速
報
は
、
最
大
震
度

５
弱
以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際

に
、
強
い
揺
れ
（
震
度
４
以
上
）

が
想
定
さ
れ
る
地
域
の
名
前
を
、

揺
れ
が
来
る
前
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
見
聞
き
し

て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の

時
間
が
、
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
短
い
間
に
、
身
を
守
る
た

め
の
行
動
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机
の

下
な
ど
に
隠
れ
る
。
あ
わ
て
て

外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

　
あ
わ
て
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

な
い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点

灯
し
、
揺
れ
を
感
じ
た
ら
ゆ
っ

く
り
停
止
す
る
。

　
つ
り
革
・
手
す
り
に
し
っ
か

り
つ
か
ま
る
。

　
最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ
、

す
ぐ
に
降
り
る
。

　
落
石
や
が
け
崩
れ
な
ど
に
注

意
す
る
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
看
板

や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注

意
し
、
ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
離
れ

る
。

　
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
あ
わ

て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い
。

係
員
の
指
示
に
従
う
。

　
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
あ
わ

て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



　
昭
和
46
年
に
救
急
業
務
を
開
始

し
て
以
来
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
12
年
か
ら
は
人
口
が
減
少
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
間
１

０
０
０
件
を
越
え
、
平
成
17
年
に

は
１
２
０
０
件
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
や
、
住
民
意
識

の
変
化
に
と
も
な
い
、
救
急
需
要

は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い

軽
症
者
の
搬
送
割
合
は
50
％
を
越

え
、
出
場
件
数
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　
緊
急
度
、
重
傷
度
の
高
い
傷
病

者
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
し
、
多

く
の
方
を
救
え
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
緊
急
性
が
あ
る
か
な
い
か
を
考

え
、
次
の
場
合
は
救
急
車
を
呼
ば

な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い

傷
病
者

②
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
搬
送

で
き
る
傷
病
者

③
ケ
ガ
の
な
い
た
だ
の
泥
酔
者

　
救
急
医
療
で
は
、
第
１
発
見
者

の
迅
速
な
通
報
と
、
適
切
な
応
急

処
置
が
大
変
重
要
で
す
。
そ
し
て

そ
の
重
要
な
第
１
発
見
者
に
は
あ

な
た
が
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
誰
か
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
な

た
自
身
の
た
め
に
も
、
救
急
法
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
消
防
署
で
は
、
地
域
や
グ
ル

ー
プ
で
10
名
程
度
の
方
が
集
ま
れ

ば
、
随
時
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
消
防
課
警
防
係

　
　
72
―

０
０
１
５

　
　
　
９
月
５
日
（
水
）

　
　
　
13
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
15
時
30
分

　
　
　
町
消
防
署

　
　
　
応
急
手
当
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
扱
い
方
法
等

　
　
　
電
話
で
申
込
み
を

　
　
　
日
赤
二
宮
町
分
区

※
修
了
証
は
で
ま
せ
ん
。

　
　
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

町消防本部に配備された2台のほか、近隣市町

とも連携をとって緊急時に備えています。

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

救
急
法
講
習
会

人口が減少傾向になっているにもかかわらず増え続ける出動。

平成18年中は過去最高の1258件（一日平均3.45件）の出動がありました。

また、現在２台の高規格救急車を配備していますが、２台とも出場している

件数は120件もありました。（H18年）
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9
9
は

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
１
１
９
番
が
通
じ
た
ら
次
の
こ

と
を
落
ち
着
い
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

①
連
絡
者
の
氏
名
と
電
話
番
号

②
所
在
・
目
標
（
大
き
な
建
物
や

地
下
鉄
で
は
、
階
層
・
部
屋
番

号
・
一
番
近
い
出
入
り
口
。
駅

の
場
合
は
何
番
線
ホ
ー
ム
な
ど
。

③
事
故
等
の
場
合
、
傷
病
者
の
数
、

性
別
、
年
齢
、
容
態
な
ど
。

携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
と
き
は

　
通
報
場
所
や
電
波
状
況
に
よ
っ

て
他
市
町
村
の
消
防
署
に
つ
な
が

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

地
域
に
転
送
し
ま
す
の
で
、
自
分

の
い
る
場
所
を
正
確
に
伝
え
て
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
車
の
運
転
中
は
必
ず
安
全
な
場

所
に
停
車
し
て
か
ら
通
報
を
）
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　高さ制限を超えている既存建物の建て替え等で、

周辺の市街地環境の維持に支障がないものとして、

手続きを経て認められたものは、既存建物の高さの

範囲内で緩和する。

１．地区計画（高さの最高限度が定められている）

の区域内で建築行為をする場合

２．高さ制限を超えている既存建物について大規模

な修繕、模様替えをする場合

３．公益上必要な建築物で、周辺市街地環境の維持

に支障がないものとして、手続きを経て認めら

れ、建築行為をする場合

適用緩和・適用除外

種　　類

第１種

高度地区

第２種

高度地区

第３種

高度地区

建築物の高さ

の最高限度

13m

15m

20m

適用される用途地域

第一種・第二種中高層

住居専用地域

第一種・第二種住居

地域、準工業地域

近隣商業地域、

工業専用地域

適

用

緩

和

適

用

除

外

建築物の高さ制限建築物の高さ制限

　
生
垣
等
の
枝
が
伸
び
て
い
る
と
、

道
路
が
狭
く
な
り
、
歩
行
者
や
自

転
車
利
用
者
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
が

隠
れ
、
大
変
危
険
で
す
。

　
道
路
に
は
み
出
し
た
看
板
や
歩

道
の
陳
列
商
品
な
ど
は
、
思
わ
ぬ

事
故
の
元
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
に
鉄
板
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
置

い
て
出
入
り
し
て
い
る
お
宅
が
あ

り
ま
す
。
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
が
け
が
を
し
た
り
、
雨
水
排
水

の
支
障
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
管
理
者
に
届
け
出
て
、
歩

道
の
切
り
下
げ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
道
路
公
園
課
道
路
管
理
係

８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
で
す

８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す



■ 町民活動スタート支援

団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

二宮の遊び場を

考える会
96,400円

１日プレイパーク

「チャレンジ原っぱ2007」

二宮のこどもや乳幼児親子が野外でのびのび遊べる

場を開く。ふれあい広場や峠公園にて１日プレイパ

ークの開催。

■ 町民活動ステップアップ支援

団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

百合が丘地区

社協部会
90,400円

91,200円

生活支援活動「福祉ネッ

トワーク」事業

地区社協による自主的な地域福祉活動。住民による

生活支援活動、一人暮らし世帯等の安心電話サービ

ス。

　川をきれいに

する会
　川自然再生事業 　川の中及び周辺からゴミを拾う。

交付団交付団体が決定決定！交付団交付団体が決定決定！交付団体が決定！



団　体　名 補助金額事　　業　　名 団体活動の目的・内容

環境づくり
フォーラム

39,500円環境フォーラム展示会の
開催と提案書づくり

環境活動を行う個人やグループのつながりを作りな
がら、二宮の環境課題を解決し、子どもたちに住み
よい環境を引き継いで行く環境づくりの提案を行う。
「ゴミゼロ」「食育」「景観」の３つのテーマにそ
った調査をしながら、各環境グループの活動紹介、
研究成果等の公表を行うフォーラム・展示会の開催
と提案書の作成。

地域の環境を
良くする会

218,400円

　川、梅沢川の水質浄化
事業及び　川護岸の桜守
活動

EMを利用した　川、梅沢川の水質浄化及び桜のケ
ア活動を通して環境改善及び魅力ある地域づくりに
貢献する。
①EM活性液の培養　②EM活性液の川への投入　
③EM活性液の頒布　④桜守活動　⑤各種環境展へ
の参加

「MOA美術館」
二宮児童作品展
実行委員会

24,000円児童作品展の開催

美術、文化の創作活動をとおして21世紀を担う子ど
もたちの豊かな情操を育み、心豊かな人間に成長し
ていただきたいと願い、小学１年～６年生までの自
由課題による絵画、書写の作品を募集、展示、表彰
式を開催。

二宮町まちづくり
ボランティア連合
会

54,600円
まちづくりボランティア
いきいき活動広報事業

広くボランティア活動を実行する団体、個人への啓
発、支援、連携を深める。ボランティアの実践活動
を広く町民各位に紹介することにより、その存在と
意義を知ってもらい、活動参加のきっかけを作る。
また、未加入団体の協働活動参加の機会とする。

有機の会 244,200円EMボカシの量産（一部
機械導入）

有機肥料や生ゴミ処理に活用できるEMボカシの需
要が増大したことに対処するため、電動ミキサーを
導入して量産する。

ボランティアグル
ープ「花の和」

71,800円町内小学校三校の花の活
け込み活動

校内の環境美化、花を介した児童の情操教育の一助
とし、毎週校内へ花を活け込む。

まちづくり委員会
［（旧）元気なにの
みや向上委員会］

76,000円
第４回　吾妻山☆菜の花
まつり

「自然とのふれあい」をテーマに、二宮町の観光資
源である吾妻山を町内外に広く紹介するために、吾
妻山☆菜の花まつりを開催し、もてなしを実践する
ことを目的とする。

NPO法人
WE21ジャパン
にのみや

100,500円
資源の循環を推進する事
業

リユース・リサイクルの促進により二宮町の資源ゴ
ミの減量を図る。
・WEショップの周知　・スキーウェア、フリース
をモンゴルへ送る　・環境問題の発信

戦時下の二宮を記
録する会

122,800円

会報誌「ひとしずく」第
２号刊行　第３号のため
の調査活動

戦時下の二宮を調査し、記録して後世に伝える。会
報誌第１号に続き、調査および聞き取りした内容を
第２号として刊行し、第３号の調査を進める。

NPO法人
湘南二宮ITクラブ

46,600円
IT（情報技術）普及・啓
発事業

二宮町住民のIT利用に関する普及・啓発を行い、ま
ちづくりに貢献する。
IT講演会を開催するとともに「ふるさと祭り」にお
いてIT関係イベントを行う。

CAN 41,500円
町づくりボランティア国
際交流事業

町内在住又は働く外国人が、共に充実した安全な生
活を送れるよう、生活サポート等を通し、より良い
共生を目指す。日本語教室や情報提供等の生活サポ
ートや日本文化紹介活動をする。



　
海
外
で
両
生
類
の
激
減
・
絶
滅

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
「
カ
エ
ル
ツ
ボ
カ
ビ
症
」
が
、

日
本
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
先
日
の
発
表
で
は
、
神

奈
川
県
で
も
野
生
の
カ
エ
ル
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
今
後
感
染
が
拡
大
す
る
よ

う
な
ら
、
日
本
の
両
生
類
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
、
生
態
系
全
体
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
カ
エ
ル
ツ
ボ
カ
ビ
症
は
両
生
類

の
新
し
い
感
染
症
で
、
そ
の
死
亡

率
は
90
％
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
影
響
は
多
大
で
、
中

米
の
パ
ナ
マ
で
は
、
ツ
ボ
カ
ビ
が

侵
入
し
て
か
ら
わ
ず
か
２
か
月
で
、

地
域
の
カ
エ
ル
個
体
群
が
全
滅
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
世
界
中
で
ツ
ボ
カ
ビ
症
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
、

そ
の
強
い
感
染
力
と
、高
い
死
亡
率
、

そ
し
て
水
中
で
の
菌
の
生
存
期
間

が
長
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
度
野
外
に

ツ
ボ
カ
ビ
が
は
び
こ
る
と
、
根
絶

は
不
可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ツ
ボ
カ
ビ
症
は
、
両
生
類

の
ほ
か
、
淡
水
性
の
エ
ビ
に
し
か

感
染
し
ま
せ
ん
。

　
人
を
含
む
ほ
乳
類
・
鳥
類
・
は

虫
類
・
魚
類
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　
有
効
な
消
毒
方
法
も
あ
り
、
カ

エ
ル
か
ら
カ
エ
ル
へ
の
感
染
も
防

げ
ま
す
。

　
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
ツ

ボ
カ
ビ
を
野
外
に
出
さ
な
い
こ
と

で
す
。

　
感
染
の
疑
い
が
あ
る
か
ら
と
言

っ
て
、
現
在
飼
っ
て
い
る
カ
エ
ル

を
あ
わ
て
て
野
外
に
捨
て
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
調
査
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
飼
育
し
て
い
る
カ
エ
ル
な
ど
を

野
外
に
捨
て
た
り
せ
ず
、
必
ず

終
生
飼
育
す
る
。

②
飼
育
し
て
い
る
カ
エ
ル
な
ど
の

様
子
が
お
か
し
い
と
き
は
、
動

物
病
院
に
相
談
す
る
。

③
カ
エ
ル
が
死
ん
だ
場
合
、
庭
に

埋
め
ず
に
、
毎
日
出
る
ゴ
ミ
と

し
て
町
の
収
集
に
出
す
。

①
カ
エ
ル
を
触
っ
た
手
や
飼
育
器

具
、
水
は
、
薬
や
熱
で
し
っ
か

り
殺
菌
す
る
。

②
野
外
の
両
生
類
は
感
染
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
持
ち
帰
ら
な
い
。

　
環
境
課
環
境
推
進
係

※
環
境
省
の
専
用
ペ
ー
ジ

h
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w
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v
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re/
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b
ok
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i.h
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l

・
日
差
し
が
強
い

・
気
温
が
25
度
以
上

・
無
風
も
し
く
は
微
風

・
プ
ー
ル
な
ど
、
屋
外
で
激
し
い

運
動
を
す
る
場
合

・
校
庭
な
ど
の
よ
う
に
、
周
り
を

囲
ま
れ
て
い
て
、
風
が
あ
ま
り

な
い
場
所
で
運
動
を
す
る
場
合

・
目
が
チ
カ
チ
カ
し
て
痛
い

・
喉
が
痛
い
、
咳
が
出
る

・
吐
き
気
、
頭
痛
、
し
び
れ

・
喘
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
人
は
悪
化
の
場
合
も

　
屋
外
に
い
た
場
合
は
す
ぐ
に
室

内
に
入
り
、
部
屋
で
安
静
に
す
る

と
と
も
に
、
目
を
洗
っ
た
り
、
う

が
い
を
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
部
屋
の
窓
は
、
風
向
き
を
考
慮

し
な
が
ら
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
は
一
過
性
の
も
の
で
す
が
、

処
置
を
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
場

合
や
重
症
の
場
合
、
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
も
し
く
は
目
や
呼
吸
器
の
疾

患
を
持
っ
て
い
る
方
で
異
常
が
み

ら
れ
る
場
合
は
、
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
町
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
情
報
提
供
を
し

て
い
ま
す
。
屋
外
で
活
動
す
る
人

は
、
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

０
４
６
３
―
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環
境
課
環
境
推
進
係

近
年
増
加
中
！

近
年
増
加
中
！

近
年
増
加
中
！
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い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
生
活
す
る
た
め
に

　
〜
高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
　
そ
の
１
〜

　
高
齢
期
に
体
を
動
か
さ
な
い
で

い
る
と
筋
肉
や
骨
は
年
齢
以
上
に

衰
え
、
転
倒
や
骨
折
の
危
険
性
が

高
ま
る
ほ
か
、
活
力
が
な
く
な
り
、

ど
ん
ど
ん
元
気
の
な
い
生
活
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
運
動
や
健
康
づ
く
り

で
筋
力
が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
元
気

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
い

つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
生
活
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
週
間
に
１
回
、
ス
ト
レ
ッ
チ

運
動
や
軽
食
な
ど
で
、
楽
し
い
仲

間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　
　
…
つ
ぐ
み
の
お
か
コ
モ
ン
ズ

　
　
　
富
士
見
が
丘
２
―

６
―

29

　
富
士
見
が
丘
３
丁
目
入
口
下
車

　
　
…
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
…
表
参
照
。
毎
回
軽
体
操
が

入
り
ま
す
。

　
　
…
20
名

　
　
…
７
月
25
日
よ
り
電
話
で
受

付
中
。
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

　
基
本
健
診
を
受
け
、
筋
力
向
上

が
必
要
と
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
お

誘
い
す
る
マ
シ
ン
に
よ
る
運
動
教

室
（
こ
ろ
ば
ん
塾
筋
力
向
上
編
）

や
、
現
在
公
募
中
の
こ
ろ
ば
ん
塾

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
編
（
お
知
ら
せ
版
７

月
号
参
照
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
教
室
で
健
康
づ
く
り
・
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
き

　
71
―

７
０
８
５

内　　　　　容

食べるために～健口状態のチェック～

日頃の生活状態から栄養状態を知る
家にある食材を使うかんたん調理実習

家にある食材を使うかんたん調理実習

食べるために～健口体操～

家にある食材を使うかんたん調理実習

総合健康づくり体操

日　程

 9 月13日

 9 月27日

10月11日

10月25日

11月 8 日

11月22日

マ
シ
ン
に
よ
る
運
動
教
室
の
様
子

いろいろないろいろな
ことがことが
おっくうにおっくうに
なった。なった。

いろいろな
ことが
おっくうに
なった。

町の介護予防教室に
参加してみる！
町の介護予防教室に
参加してみる！

いつまでもいつまでも

生き生きと過ごせる生き生きと過ごせる

外出がなく、外出がなく、
　　もの忘れが…　　もの忘れが…

いつまでも

生き生きと過ごせる

安静に過ごした。

筋力が衰え

歩けなくなる。

外出がなく、
　　もの忘れが…

健康づくり教室の日程（日程はすべて木曜日）



こんにちは 健康課です　第60回

　
お
腹
の
中
に
新
し
い
生
命
が
育

っ
て
い
る
こ
と
は
、
感
動
と
同
時

に
不
安
や
と
ま
ど
い
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
う
し
た
妊
婦
さ
ん

と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
「
マ
タ

ニ
テ
ィ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
教
室
で
は
栄
養
の
話
し
や
調
理

実
習
、
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
な
ど
を

通
し
て
出
産
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

　
平
日
の
ほ
か
、
土
曜
日
の
日
程

も
用
意
し
、
パ
パ
や
家
族
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
準
備
期
間
を
経
て
ゆ
っ
く

り
と
「
親
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
妊
娠
初
期
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ

ん
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時

期
の
た
め
、
妊
婦
さ
ん
は
ホ
ル
モ

ン
の
変
化
な
ど
か
ら
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
り
、
つ
わ
り
や
貧

血
に
な
っ
た
り
と
、
外
見
か
ら
は

見
え
に
く
い
「
つ
ら
い
症
状
」
が

あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
母
子
健
康

手
帳
を
発
行
す
る
際
に
、
「
マ
タ

ニ
テ
ィ
ホ
ル
ダ
ー
」
を
配
布
し
て

活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
付
け
た

方
を
見
か
け
た
ら
、
席
を
譲
っ
た

り
、
喫
煙
を
控
え
た
り
な
ど
、
温

か
い
心
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
で
生
活
が
一

変
す
る
マ
マ
と
パ
パ
。

　
近
く
に
親
族
が
い
な
い
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
慣
れ
な
い
育

児
に
追
わ
れ
、
不
安
と
孤
独
感
か

ら
情
緒
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
母
子
健
康
手
帳
の
中

に
あ
る
「
出
生
連
絡
票
」
を
出
産

後
に
郵
送
す
る
と
、
第
一
子
と
希

望
者
の
ご
家
庭
を
、
助
産
師
や
保

健
師
が
訪
問
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
心
配
事
に
対
し
て
、

不
安
が
和
ら
ぐ
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

医
療
機
関
情
報
の
提
供
、
マ
マ
同

士
の
交
流
の
場
の
紹
介
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　
生
後
４
か
月
ぐ
ら
い
か
ら
１
歳

ぐ
ら
い
を
目
安
に
離
乳
食
講
習
会

を
実
施
し
て
、
初
め
て
離
乳
食
作

り
に
挑
戦
す
る
マ
マ
だ
け
で
な
く
、

第
２
子
以
降
の
マ
マ
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
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月
齢
や
口
の
動
き
に
合
わ
せ
た

食
材
や
調
理
方
法
な
ど
、
講
義
や

調
理
実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

　
調
理
に
は
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
二

宮
」
の
協
力
を
得
て
マ
マ
を
見
守

っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
不
安
も
少
な

く
な
り
、
楽
し
め
そ
う
で
す
。
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
入
学
前

の
子
ど
も
ま
で
を
対
象
に
、
毎
月

育
児
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
身
長
・
体
重
の
計
測
の
ほ
か
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
親
子
の
関
わ
り
方
や
こ

と
ば
、
し
つ
け
な
ど
の
親
子
相
談

の
ほ
か
、
マ
マ
の
健
康
相
談
も
実

施
し
て
い
て
、
年
々
利
用
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
は
、
多
く
の
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
と
マ
マ
が
集
ま
り
、
仲
良
く

楽
し
む
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
参

加
者
か
ら
も
「
み
ん
な
と
会
え
る

し
、
毎
月
の
成
長
の
目
安
に
も
な

り
ま
す
。
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

相
談
だ
け
で
な
く
憩
い
の
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
人
気
の
「
す
こ
や
か
親
子

講
座
」
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か

れ
て
い
た
熱
い
要
望
に
お
応
え
し

て
、
今
年
は
新
た
に
２
〜
３
歳
児

の
子
ど
も
を
持
つ
マ
マ
へ
実
習
付

き
の
「
食
育
講
座
〜
子
ど
も
ご
飯
・

マ
マ
ご
飯
〜
」
、
０
〜
３
歳
児
の

子
ど
も
を
持
つ
マ
マ
の
運
動
講
座

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
児
す

る
マ
マ
の
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
出
来
る
良
い
機
会
で
す
。

　
託
児
も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
少
子
高
齢
化
は
、
町
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た

ち
の
成
長
の
た
め
に
、
家
族
や
地

域
の
人
々
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
が
出
来
る
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
「
に
の
み

や
長
期
総
合
プ
ラ
ン
」
「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
掲
げ
、

具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
「
母

子
保
健
事
業
活
動
指
針
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
出
産
前
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を

は
じ
め
、
出
産
後
の
家
庭
訪
問
や

育
児
相
談
、
講
習
会
等
を
通
し
て
、

妊
産
婦
さ
ん
や
マ
マ
の
不
安
を
少

し
で
も
解
消
す
る
と
と
も
に
、
「
で

ん
で
ん
む
し
」
や
子
育
て
サ
ロ
ン

を
は
じ
め
、
親
子
が
集
ま
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係
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―
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～活かします　あなたの納める貴重な税～
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広告募集広告募集（右枠のつづき）

古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

178,840㎏

６月分 前月比

22,240㎏

22,260㎏

11,895㎏

1,635,230円

11,750円

394,100円

6,175円

16,970㎏

2,210㎏

－1,629㎏

1,360㎏

305,170円

2,047,255円 402,288円

－200円

96,410円

908円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（平成19年7月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

29,761人
14,418人
15,343人
11,127世帯

（－36）
（－ 6）
（－30）
（－ 8）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。



・
寿
司
め
し
　
３
０
０
ｇ

・
し
ら
す
　
　
　
　
20
ｇ

・
き
ゅ
う
り
　
　
　
50
ｇ

・
し
ょ
う
が
　
　
１
か
け

・
青
じ
そ
　
　
３
〜
４
枚

・
ゴ
マ
　
　
　
小
さ
じ
２

・
紅
し
ょ
う
が
　
　
適
宜

①
し
ょ
う
が
は
細
か
い
千
切
り
、

し
そ
の
葉
も
千
切
り
に
す
る
。

②
き
ゅ
う
り
は
小
口
切
り
に
し
て

塩
も
み
を
し
て
絞
り
、
ゴ
マ
は

あ
ら
刻
み
に
す
る
。

③
寿
司
め
し
に
、
し
ら
す
と
①
の

し
ょ
う
が
、
し
そ
、
②
の
き
ゅ

う
り
、
ゴ
マ
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
器
に
盛
り
つ
け
、
紅
し
ょ
う
が

を
飾
る
。

※
好
み
で
し
ら
す
等
、
具
材
の
量

を
増
や
し
た
り
、
季
節
が
変
わ

れ
ば
た
ま
ご
や
の
り
、
菜
の
花

な
ど
季
節
に
あ
っ
た
具
材
を
使

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
郷
土
料
理
開
発
研
究
レ
シ
ピ
」

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
二
宮
・
町
協
力

事
業
）
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
３
０
０
　

た
ん
ぱ
く
質
　
５
・
９
ｇ

脂
肪
　
２
・
２
ｇ

カ
ル
シ
ウ
ム
　
65
㎎

食
塩
相
当
量
　
１
・
４
ｇ

食
物
繊
維
　
１
・
５
ｇ

　
暑
さ
で
夜
も
眠
れ
な
い
、
食
欲

が
な
い
、
だ
る
い
と
い
っ
た
夏
ば

て
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
食
欲
が
お
ち
た
時
は
、
さ
っ
ぱ

り
し
て
い
て
食
欲
を
引
き
出
し
て

く
れ
る
酢
を
使
う
と
良
い
で
し
ょ

う
。
疲
労
回
復
や
消
化
を
助
け
る

作
用
が
あ
り
、
殺
菌
作
用
も
あ
る

の
で
、
こ
の
時
期
に
は
ぴ
っ
た
り
。

　
ま
た
、
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び

た
夏
野
菜
や
果
物
は
、
ビ
タ
ミ
ン

も
た
っ
ぷ
り
で
新
陳
代
謝
を
促
進

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　
暑
さ
が
増
す
と
ビ
タ
ミ
ン
B1
の

消
費
量
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
豚
肉
、
う
な
ぎ
、
胚
芽
米
、

大
豆
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し

ょ
う
。
豚
肉
に
は
ゴ
ー
ヤ
や
に
ん

に
く
を
組
み
合
わ
せ
る
と
効
果
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
水
分

補
給
で
す
。
体
内
の
水
分
が
不
足

す
る
と
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
、
冷
た
い
物
を
が
ぶ
飲
み
す

る
と
胃
腸
の
働
き
を
弱
め
る
の
で
、

温
か
い
お
茶
が
お
勧
め
で
す
。

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

kcal

　
長
年
に
お
よ
ぶ
町
議
会
議

員
と
し
て
の
功
労
に
よ
り
、

西
山
一
司
さ
ん
（
中
里
在
住
）

に
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
西
山
さ
ん
は
、
昭
和
53
年

か
ら
平
成
６
年
ま
で
連
続
４

期
16
年
に
わ
た
り
町
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の

間
、
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任

委
員
会
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
町

政
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
山
さ
ん
に
叙
勲

西
山
さ
ん
に
叙
勲

西
山
さ
ん
に
叙
勲

が完成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
英
訳
を
担
当
し
た

Ｃ
Ａ
Ｎ
の
皆
さ
ん
。



町
で
は
７
月
２
日
（
月
）
に
、
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
実
施
委
員
会
約
50
名
が
参

加
し
、
街
頭
広
報
を
し
ま
し
た
。

“温かい　街の目が摘む　非行の芽“温かい　街の目が摘む　非行の芽
”

“温かい　街の目が摘む　非行の芽
”
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